家庭礼拝　201１年2月16日　コリント第Ⅰ　４章
　賛美歌2１8　日暮れて闇は迫り　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌456　わが魂を愛するイエスよ
起

コリント書は、コリント教会の過ちを激しくたしなめ、正そうとしているので、聞いている私たちにとっても、耳のいたい、にがい話となります。楽に聞こうとするならば、それは私と関係ない、それは昔のコリント教会の話だからだ、と思うことです。そうすればそれでおしまいの話ですから、気楽に聞けます。ですがこれを、私たち自身にも語りかけて下さる言葉として受け入れようとするならば、私たちはパウロの言葉に激しく抵抗しようとする思いと戦わなければなりません。自分は違う、正しいという思いと戦わなければなりません。謙遜に、謙虚に、本当の自分は何者なのかを見つめようとしなければなりません。私自身も、今回ほど、このコリントの言葉がビンビン響いてきたことはありません。今まで、何を聞いてきたのだろうと思うほどです。御殿場教会との出来事が、自分自身を振り返る良い機会となっているからだと思います。これは、神様が与えてくださった機会だと思います。なかなか心を開いて聞くことのできなかった者に、聞く心を与えてくださったものとして、その御言葉に聞いていきたいと思います。
コリント教会にとって、分裂の元になっていた、パウロと、アポロと、ペトロの問題はたぶんコリントの教会が、これから誰を指導者として仰いで言ったらよいかという問題だったと思います。本人たちがそんな事はまったく考えていないにもかかわらず、むしろ教会員が自分たちを託すべきリーダーは誰かということで、もめていたのだと思います。そこにはユダヤ人やギリシャ人や他の異邦人たちの利害打算が重なっていたのだと思います。ところが、パウロは自分たちはそのようなものではないと言い切ります。では何なのか、それは神様の管理者であるといっているのです。一節と二節です。
１コリ 4:1　こういうわけですから、人はわたしたちをキリストに仕える者、神の秘められた計画をゆだねられた管理者と考えるべきです。
１コリ 4:2　この場合、管理者に要求されるのは忠実であることです。
パウロは、私たちは皆、キリストに仕えるもの、神の計画の管理者であるといいました。誰もが、キリストに仕えるものですから、誰があなた方のリーダーか、ということは無意味なのです。キリストこそがまことの指導者なのです。そして私たちは神の国の財産を管理する管理者であって、そこに要求されるのはキリストに対して忠実であることなのですといっているのです。あなた方に対して忠実であるのでもなく、自分に対して忠実であるのでもなく、ただキリストに対して忠実なる管理者であるということなのです。ですから責めを負うのもただキリストのみに対してなのです。パウロはその責めに対する裁きについて次のように言っています。３節から５節です。
１コリ 4:3　わたしにとっては、あなたがたから裁かれようと、人間の法廷で裁かれようと、少しも問題ではありません。わたしは、自分で自分を裁くことすらしません。
１コリ 4:4　自分には何もやましいところはないが、それでわたしが義とされているわけではありません。わたしを裁くのは主なのです。
１コリ 4:5　ですから、主が来られるまでは、先走って何も裁いてはいけません。主は闇の中に隠されている秘密を明るみに出し、人の心の企てをも明らかにされます。そのとき、おのおのは神からおほめにあずかります。
パウロは、自分は主イエスキリストに責めを負うものであって、あなた方に裁かれようと、法廷で裁かれようと、自分で自分を裁くことに対しても問題ではないといいます。それどころか、自分には、やましいところがないと思っていても、それで義とされているわけでもないといいます。それは私を裁くのは、あなた方でも、法廷でも、自分自身でもなく、ただ主のみであるからですといっているのです。そして大切なことを言いました。ですから、主がこられるまでは先走って、何も裁いてはなりません、といいました。私たちには、何も裁く権利も力もないのです。それを行うのは思い上がりなのです。主の裁きよりも自分のほうが正しいとする思い上がりなのです。パウロは、主は闇の中に隠されている秘密を明るみに出し、人の心の企てをも明らかにされます、と言いました。人は、自分の本当の動機を知ることができません。どんなに醜い、汚れた動機であっても、どんなに利己的で打算的であっても、それを美化し正当化してしまうからです。ですが、主は、その闇に隠されている秘密を明るみに出し、人の心の企てをも明らかにすると言っているのです。私たちは、自分たちの本当の動機を知ったとき、主の前に恥じ入るばかりなのです。罪を知らされるだけなのです。もしその本当の動機が正しいものならばよいものならば、たとえ誰が評価してくれなくても、神様が評価してくださる、ほめてくださると言っているのです。いずれにしても人を知るのは主であり神様であるのです。私たちは先走って、自分自身さえも裁いてはいけないのです。
承

コリント教会の人々が党派心を抱いたのは、思い高ぶりからでした。自分達のほうが正しい、自分たちが上に立つべきだ、自分達のほうが優れているのだからと言う思いでした。このような思い高ぶりが、謙遜に仕えることを拒み、何とか相手よりも優位に立とうという思いが教会の分裂へと招いたのでした。ですから、パウロは、コリント教会のその思い高ぶりを痛烈に非難しました。7節です。
１コリ 4:7　あなたをほかの者たちよりも、優れた者としたのは、だれです。いったいあなたの持っているもので、いただかなかったものがあるでしょうか。もしいただいたのなら、なぜいただかなかったような顔をして高ぶるのですか。
パウロは、誰があなた達のほうを優れたものとしたのか。一体あなた達の何が優れているのか。あなた達の持っているものは全て与えられたものではないか。なぜ自分のもののような顔をして高ぶるのかと非難したのです。あなたの持っているもので、いただかなかったものがあるだろうかという言葉を理解しているならば、私たちには思い高ぶる根拠はなくなります。私達の命も、知恵も力も、財産も、信仰もすべては神様から与えられたものです。与えられたものはいずれ返さなければなりません。それを私たちは忘れてしまって、自分のものとしてしまい、相手と比較するところに思い高ぶりが生じてきます。それは自分のものではなく、神様のものなのです。与えられたものなのです。借り物です。そうであるとすれば私達の行動は変わってくるはずです。
転
パウロは、コリントの人たちとパウロ達を比較しながら、いかにコリントの人々が思い高ぶっているかを説明しました。8節から13節ではその比較が述べられています。
コリントの人たちに対しては、

あなたがたは既に満足し、既に大金持ちになっており、わたしたちを抜きにして、勝手に王様になっています。
あなたがたはキリストを信じて賢い者となっています。
あなたがたは強い。あなたがたは尊敬されている、と言いました。
ここには多くの皮肉が含まれていますが、同時にそれはコリント教会の人々の自己認識でした。
一方パウロ達はと言うと
神はわたしたち使徒を、まるで死刑囚のように最後に引き出される者となさいました。わたしたちは世界中に、天使にも人にも、見せ物となったからです。
わたしたちはキリストのために愚か者となっています。わたしたちは弱い者です。わたしたちは侮辱されています。
今の今までわたしたちは、飢え、渇き、着る物がなく、虐待され、身を寄せる所もなく、苦労して自分の手で稼いでいます。侮辱されては祝福し、迫害されては耐え忍び、ののしられては優しい言葉を返しています。今に至るまで、わたしたちは世の屑、すべてのものの滓（かす）とされています。
このように、パウロは、使徒の自分たちと比べるとコリントの人々がいかに違った歩みをしているのかを理解して欲しかったのです。そこには多少の皮肉も含めて、なぜあなたたちはそのように思い高ぶっているのかと言う批判を加えているのです。ですがそれは単に批判のための批判ではありません。それは、14節で、
１コリ 4:14　こんなことを書くのは、あなたがたに恥をかかせるためではなく、愛する自分の子供として諭すためなのです。
と言っているように、愛する子供たちに何とか分かって欲しいためでした。そしてパウロはこういいます。16節です。
１コリ 4:16　そこで、あなたがたに勧めます。わたしに倣う者になりなさい。
パウロは、私の言うとおりにしなさいといったのではありませんでした。私に習うものになりなさいと言ったのです。私がしているように、しなさいといったのです。自らが模範を示しているもので無ければいえない言葉です。パウロに倣う者となるとは、どのようになることでしょうか。それは先ほどの比較に出てきたように、パウロたちの生きかたに倣いなさいと言うことです。それはキリストにあって、
死刑囚のように最後に引き出される者であり、見せ物となるものであり、愚か者であり、弱いものであり、侮辱されるものとなりなさいと言うことです。飢え、渇き、着る物がなく、虐待され、身を寄せる所も無く、侮辱されては祝福し、迫害されては耐え忍び、ののしられては優しい言葉を返す者となりなさいと言うことです。世の屑、すべてのものの滓（かす）とされる者となりなさいと言うことです。
パウロに倣う者となると言う事は、思い高ぶって人の上に立とうとすることではなく、へりくだって、一番底辺に生きるものとなりなさいと言うことです。そして仕える者になりなさいと言うことです。これは言葉だけではなかなか伝わらないことです。そこでパウロは、テモテをコリントに遣わしました。パウロに倣って生きるとはどういうことかを見本として示すためでした。テモテはそのように生きることの出来る人でした。17節にあるように、
１コリ 4:17　テモテをそちらに遣わしたのは、このことのためです。彼は、わたしの愛する子で、主において忠実な者であり、至るところのすべての教会でわたしが教えているとおりに、キリスト・イエスに結ばれたわたしの生き方を、あなたがたに思い起こさせることでしょう。
パウロは、コリントの教会の人々は、テモテを見て、私の生き方を思い出してくださいと言っているのです。ですがこのような配慮にもかかわらず、コリントの教会にはまだ思い高ぶっている人たちがいました。パウロは自分では来れないのだ。だからテモテをよこすのだ。そのように思っていたのかもしれません。パウロはそのような人々に対して、先に釘を打つように次のように言っています。18節から21節です。
１コリ 4:18　わたしがもう一度あなたがたのところへ行くようなことはないと見て、高ぶっている者がいるそうです。
１コリ 4:19　しかし、主の御心であれば、すぐにでもあなたがたのところに行こう。そして、高ぶっている人たちの、言葉ではなく力を見せてもらおう。
１コリ 4:20　神の国は言葉ではなく力にあるのですから。
１コリ 4:21　あなたがたが望むのはどちらですか。わたしがあなたがたのところへ鞭を持って行くことですか、それとも、愛と柔和な心で行くことですか。

このように、パウロは主のみ心であれば、すぐにでもあなた方のところに行く。そして高ぶっている人たちの力を見せてもらう。私は高ぶっているものたちと、神の力を持って戦うことも出来る。だが、あなた方はそれを望んでいるのですかと言っているわけです。神の国は言葉ではなく力にあると言っているのです。
それは、空疎な議論や言葉ではなく、実際に神に従う行動であるということです。幾ら偉そうなことを言ったとしても、本物でないものには行動が伴いません。力が無いのです。本物には行動が伴います。どんなに自分にとって不利益と見えることにも、主に従っていく行動があるのです。聖書で、あなた方はその実によって彼らを見分ける、と言われたとおりになるのです。聖書には、神の言葉が沢山語られています。そしてその時その時は、わかったような気持ちになっていても、私たちには行動が伴いません。それが力がないということです。私たちは知識はもう十分に与えられているのです。今私たちに必要なのは、言葉ではなく力なのです。それは主のみ言葉を行う力なのです。思い高ぶってはいけないと言われた時に、自分の思いを捨てて、それに従う力なのです。それを行う意思の力が必要です。ですが形だけそれを行おうと思っても愛が無ければ続ける事はで来ません。マザーテレサは言いました。祈りは、信仰を育てます。信仰は愛を育てます。愛は奉仕へと導きます。と言いました。この奉仕が実際に行う力です。祈りと、信仰と、愛に支えられた力が与えられて、行うことが出来るようにと祈ります。
結

パウロは今日の聖書の箇所で、私達イエスキリストに仕える者は全て、主の忠実な管理者であって、全て主に仕える立場で、同じ立場であると言いました。そこに比較や差別はないということを教えました。人間同士の小さな争いを思う前に、主の前に、同じ立場の者であることを思い起こしなさいということです。

そして、人を裁いてはいけないことを教えてくれました。それは人に裁かれることすらも恐れないことでした。それは、裁くのはただ神様であり、人の権利ではないのです。ある人はこう言っています。私は人を批判しようとする時に、自分にその権利があるのだろうかと考えるようにしている、と。裁くのは神様なのですから、人に裁かれても、それに対して過剰に反応する必要は無いのです。ただ神様の裁きに委ねるだけです。ですから、パウロは、主が来られるまでは、先走って何も裁いてはいけません。と言いました。闇の中の秘密を知る、主だけが私たちを裁きそしてほめてくださるのです。何も裁いてはならないのです。

　そして最後に、私に倣う者となりなさいといったのです。言葉だけではなく、実際に実行する人になりなさいと言っているのです。パウロのような苦難を引き受けるのは難しいかもしれませんが、一つでも、実行に移すことが、パウロに倣うことです。自分を低くして主に従って歩む、それがパウロに倣って生きる生きかたになるのです。どれをとっても難しいことですが、どうか、憐れみ深い主が、私達の思いを清めて、導いて下さいますように。どうか祈りによって導かれますように。

(一分間黙想の後祈り)

天の父なる神様。今日の御言葉を与えられ感謝いたします。自分の信仰の軽さを思わされます。きっとコリントの人々も同じ思いをもったと思います。こんなにも多くのことを教えられ、導かれているのに、実行できないもどかしさを覚えます。何時になったら成長するのだろうかと思わされます。主よ、どうか知識を求めるのでも、幸せを求めるのでもなく、あなたの御言葉を行うことを求めさせてください。自分の甘さを悔い改めて、いかに自分が何もしていないのかを悟らせてください。どうか自分の思いを振り返ることができますように。あなたの御心と供にあることが出来ますように。そうすることが、あなたに対しても人々に対しても、何よりの奉仕であるような気がします。どうかあなたの憐れみによって導いてください。この祈りを、主イエスキリストの御名によって、お祈りいたします。

◆使徒の使命
１コリ 4:1　こういうわけですから、人はわたしたちをキリストに仕える者、神の秘められた計画をゆだねられた管理者と考えるべきです。
１コリ 4:2　この場合、管理者に要求されるのは忠実であることです。
１コリ 4:3　わたしにとっては、あなたがたから裁かれようと、人間の法廷で裁かれようと、少しも問題ではありません。わたしは、自分で自分を裁くことすらしません。
１コリ 4:4　自分には何もやましいところはないが、それでわたしが義とされているわけではありません。わたしを裁くのは主なのです。
１コリ 4:5　ですから、主が来られるまでは、先走って何も裁いてはいけません。主は闇の中に隠されている秘密を明るみに出し、人の心の企てをも明らかにされます。そのとき、おのおのは神からおほめにあずかります。
１コリ 4:6　兄弟たち、あなたがたのためを思い、わたし自身とアポロとに当てはめて、このように述べてきました。それは、あなたがたがわたしたちの例から、「書かれているもの以上に出ない」ことを学ぶためであり、だれも、一人を持ち上げてほかの一人をないがしろにし、高ぶることがないようにするためです。
１コリ 4:7　あなたをほかの者たちよりも、優れた者としたのは、だれです。いったいあなたの持っているもので、いただかなかったものがあるでしょうか。もしいただいたのなら、なぜいただかなかったような顔をして高ぶるのですか。
１コリ 4:8　あなたがたは既に満足し、既に大金持ちになっており、わたしたちを抜きにして、勝手に王様になっています。いや実際、王様になっていてくれたらと思います。そうしたら、わたしたちも、あなたがたと一緒に王様になれたはずですから。
１コリ 4:9　考えてみると、神はわたしたち使徒を、まるで死刑囚のように最後に引き出される者となさいました。わたしたちは世界中に、天使にも人にも、見せ物となったからです。
１コリ 4:10　わたしたちはキリストのために愚か者となっているが、あなたがたはキリストを信じて賢い者となっています。わたしたちは弱いが、あなたがたは強い。あなたがたは尊敬されているが、わたしたちは侮辱されています。
１コリ 4:11　今の今までわたしたちは、飢え、渇き、着る物がなく、虐待され、身を寄せる所もなく、
１コリ 4:12　苦労して自分の手で稼いでいます。侮辱されては祝福し、迫害されては耐え忍び、
１コリ 4:13　ののしられては優しい言葉を返しています。今に至るまで、わたしたちは世の屑、すべてのものの滓とされています。
１コリ 4:14　こんなことを書くのは、あなたがたに恥をかかせるためではなく、愛する自分の子供として諭すためなのです。
１コリ 4:15　キリストに導く養育係があなたがたに一万人いたとしても、父親が大勢いるわけではない。福音を通し、キリスト・イエスにおいてわたしがあなたがたをもうけたのです。
１コリ 4:16　そこで、あなたがたに勧めます。わたしに倣う者になりなさい。
１コリ 4:17　テモテをそちらに遣わしたのは、このことのためです。彼は、わたしの愛する子で、主において忠実な者であり、至るところのすべての教会でわたしが教えているとおりに、キリスト・イエスに結ばれたわたしの生き方を、あなたがたに思い起こさせることでしょう。
１コリ 4:18　わたしがもう一度あなたがたのところへ行くようなことはないと見て、高ぶっている者がいるそうです。
１コリ 4:19　しかし、主の御心であれば、すぐにでもあなたがたのところに行こう。そして、高ぶっている人たちの、言葉ではなく力を見せてもらおう。
１コリ 4:20　神の国は言葉ではなく力にあるのですから。
１コリ 4:21　あなたがたが望むのはどちらですか。わたしがあなたがたのところへ鞭を持って行くことですか、それとも、愛と柔和な心で行くことですか。
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